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車
は
、
移
動
時
間
の
短
縮
や
、
経
路
・
利

用
時
間
を
自
由
に
選
べ
た
り
、
重
い
荷
物
も

運
ぶ
こ
と
が
で
き
た
り
す
る
な
ど
、
公
共
交

通
機
関
に
比
べ
て
便
利
で
快
適
な
交
通
手
段

で
あ
り
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い

乗
り
物
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
ま
ま
車
に
頼
り
す
ぎ
た
生

活
を
続
け
て
い
く
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

環
境
保
全
や
健
康
維
持
、
公
共
交
通
の
充

実
な
ど
、「
未
来
の
ま
ち
」
の
た
め
に
、
私

た
ち
は
今
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
地
球
温
暖
化
」
と
い
う
言
葉
を
最
近
よ

く
耳
に
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
私
た
ち
が
暮
ら

し
の
中
で
、
二
酸
化
炭
素
を
空
気
中
に
排
出

す
る
こ
と
が
原
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
地
球
の
環
境
に
車
は
ど
れ
だ
け
影
響

を
与
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

日
常
生
活
で
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の

約
３
割
は
、
マ
イ
カ
ー
か
ら
だ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

一
方
で
、
バ
ス
や
鉄
道
（
電
車
）
は
、
一

度
に
た
く
さ
ん
の
人
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き
る

た
め
車
に
比
べ
て
、
一
人
当
た
り
の
二
酸
化

炭
素
の
排
出
量
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
多
く
の
人
が
利
用
す
る
こ
と
で
、
二

酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

さ
ら
に
、
自
転
車
や
徒
歩
は
二
酸
化
炭
素

を
排
出
し
な
い
、
環
境
に
や
さ
し
い
交
通
手

段
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
た
ち
が
車
の
利
用
を
少
し
だ
け
控
え
る

だ
け
で
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

例
え
ば
、
１
日
10
分
間
、
車
の
利
用
を
控

え
る
と
、
テ
レ
ビ
を
１
日
１
時
間
控
え
た
と

き
の
45
倍
も
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
減
ら

皆
さ
ん
は
、
車
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、

ど
の
く
ら
い
お
金
が
掛
か
っ
て
い
る
か
、
ご

存
知
で
す
か
。

例
え
ば
、
排
気
量
が
１
０
０
０
cc
の
車
を

保
有
し
て
い
る
と
、
保
険
・
税
金
・
車
検
・

駐
車
料
金
や
燃
料
代
な
ど
の
費
用
で
、
１
日

当
た
り
約
２
０
０
０
円
必
要
に
な
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
購
入
費
・
修
理
代
な

ど
を
考
え
る
と
、
実
際
に
は
も
っ
と
必
要
に

な
り
ま
す
。

普
段
、
私
た
ち
が
生
活
す
る
中
で
気
に
し

て
い
る
の
は
、
燃
料
代
く
ら
い
で
す
が
、
実

ク
ル
マ
と
二
酸
化
炭
素

ク
ル
マ
は
便
利
で
快
適
で
す
が

１世帯が１年間で削減できる二酸化炭素の排出量

出典：東京工業大学

ク
ル
マ
と
家
計

車はとても便利で、快適な乗り物です。しかし、道路の渋滞を招いたり、環境に車はとても便利で、快適な乗り物です。しかし、道路の渋滞を招いたり、環境に
悪影響を及ぼしたり、運動不足になったりするなど、困った問題もあります。悪影響を及ぼしたり、運動不足になったりするなど、困った問題もあります。
みんなで、「かしこいクルマの使い方」を考えてみませんか。みんなで、「かしこいクルマの使い方」を考えてみませんか。

 環境にやさしく 環境にやさしく
 出掛けてみよう 出掛けてみよう！ ！ 

ク
ル
マ
の
利
用
を
見
直
そ
う

交通手段別の二酸化炭素排出量＜2007年度＞
（一人を１キロメートル運ぶのに排出される二酸化炭素量）

出典：運輸・交通と環境 2009年版

車に比べて、排出量が
　鉄道は　約９分の１
　バスは　約３分の１

徒歩・自転車は排出量ゼロ

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
人
一
人
の
わ
ず
か
な
見
直
し
が
、
大
き

な
問
題
解
決
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

出掛けるときに出掛けるときに一工夫！一工夫！

広報かに  2010.7.1　2

は
も
っ
と
費
用
が
掛
か
っ
て
い
る
の
で
す
。

バ
ス
や
鉄
道
の
乗
車
券
を
買
う
場
合
、
費

用
が
気
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
車
の

維
持
費
を
考
え
、
公
共
交
通
機
関
を
上
手
に

利
用
す
る
と
、
家
計
に
も
や
さ
し
い
お
出
掛

け
が
で
き
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

車
で
移
動
し
て
い
る
間
は
、
ず
っ
と
座
っ

て
い
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
健
康

に
は
あ
ま
り
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
車
を
１
時
間
運
転
す
る
代
わ
り

に
、
バ
ス
や
鉄
道
を
利
用
す
る
と
、
そ
れ
だ

け
で
消
費
カ
ロ
リ
ー
は
２
倍
以
上
に
な
る
と

車
で
移
動
す
る
と
き
は
、
あ
ま
り
歩
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
普
段
か
ら
車
に
頼
っ
て
ば
か

り
の
生
活
を
送
っ
て
い
る
と
、
ち
ょ
っ
と
し

た
距
離
で
も
歩
く
こ
と
が
面
倒
に
な
っ
た
り

す
る
も
の
で
す
。

健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る

歩
行
数
は
、
１
日
１
万
歩
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
歩
く
こ
と
が
健
康
に
良
い
こ
と
は
皆
さ

ん
ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。

た
ま
に
は
、
通
勤
時
な
ど
に
公
共
交
通
機

関
を
利
用
し
て
、
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

普
段
何
気
な

く
通
っ
て
い
る

道
で
も
、
笑
顔

の
あ
い
さ
つ
や

鳥
の
さ
え
ず
り

に
出
会
え
ば
、

体
も
心
も
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
で
き

る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

私
た
ち
が
車
に
頼
り
す
ぎ
る
と
、
公
共
交

通
機
関
の
利
用
者
が
減
少
し
て
し
ま
い
ま
す
。

今
後
迎
え
る
本
格
的
な
高
齢
化
社
会
に
、

誰
も
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
「
公
共
交
通

サ
ー
ビ
ス
」
が
低
下
し
て
し
ま
う
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。

市
内
で
は
、
鉄
道
や
バ
ス
の
利
用
者
が

年
々
減
少
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
既
に
一

部
の
鉄
道
路
線
や
路
線
バ
ス
が
廃
止
さ
れ
、

名
鉄
広
見
線
の
う
ち
新
可
児
駅
〜
御
嵩
駅
間

の
存
続
問
題
も
、
利
用
者
の
大
幅
な
減
少
が

可
児
市
に
は
、
高
齢
者
だ
け
で
暮
ら
し
て

い
る
世
帯
や
、
体
が
不
自
由
な
人
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
が
生
活
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
人
た
ち
に
と
っ
て
、
公
共
交
通
サ
ー
ビ

ス
が
低
下
す
る
こ
と
は
、
切
実
な
問
題
で
す
。

誰
も
が
、
い
ず
れ
高
齢
者
に
な
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
こ
の
問
題
は
決
し
て
他
人
事
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

公
共
交
通
機
関
を
積
極
的
に
利
用
す
る
こ

と
は
、
大
切
な
公
共
交
通
を
未
来
に
残
し
て

い
く
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

私
た
ち
が
日
ご
ろ
行
っ
て
い
る
「
ク
ル
マ

利
用
」
は
、
本
当
に
す
べ
て
必
要
な
も
の
で

し
ょ
う
か
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
環
境
に
や

さ
し
い
「
か
し
こ
い
ク
ル
マ
の
使
い
方
」
を

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　
総
合
政
策
課　

バスや鉄道を利用しましょう
週に一度は、電車・
バスで通勤してみま
しょう
病院や買い物に行く
ときに、バスを利用
してみましょう

徒歩や自転車で出掛けましょう
近くのコンビニエンスストアなどに行くときは、車を
利用せず、徒歩や自転車で行きましょう
勤務先が近くにある人は、自転車や徒歩で通勤してみ
ましょう

かしこくかしこくクルマクルマとと
付き合いましょう付き合いましょう

市内を巡回するさつきバス

ク
ル
マ
と
健
康

ク
ル
マ
と
公
共
交
通
機
関

利用者減で、存続問題のある名鉄広見線

公
共
交
通
機
関
で
運
動
不
足
解
消

い
う
試
算
も
あ
り
ま
す
。

要
因
で
す
。
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可
児
市
消
防
団
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
安
全
・
安
心
を
守
っ
て
い
ま
す
。

消
防
操
法
と
は
、
消
防
団
の
任
務

の
一
つ
で
あ
る
「
火
災
の
消
火
」
を

想
定
し
た
、
器
具
の
適
切
な
操
作
や

規
律
あ
る
動
作
訓
練
の
こ
と
を
指
し

ま
す
。

火
災
発
生
時
に
迅
速
・
適
切
な
消

火
活
動
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
火
災

現
場
に
お
い
て
、
自
身
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
に
も
必
要
な
技
術
を
身

に
付
け
ま
す
。

５
月
30
日
、
消
防
団
員
の
消
火
技
術
の
向
上
と
士
気
の
高
揚
を
図
る
目
的
で
可
児
市
消
防
操
法
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
役
所
駐
車
場
で
行
わ
れ
た
大
会
は
、
出
場
隊
員
の
気
迫
が
あ
ふ
れ
、
団
員

や
家
族
、
一
般
見
学
者
ら
多
く
の
声
援
や
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

第
29
回　

可
児
市
消
防
操
法
大
会

第１線放水の様子

第３分団第２部は、２年連続・
通算８度目の優勝となりました。
先輩が築いてきた伝統のある部
で、私が団員として出場した過去

２回は、どちらも不本意な結果に終わり、とても悔
しく、申し訳ない気持ちを持っていました。
班長という立場で迎えた今回は、指揮者として任

命され、出場隊員や団員の心身に気を配ると同時に、
チームとして一致団結できるよう連日訓練をしてき
ました。
その結果、とても大きなプレッシャーの中、最高

の結果を残すことができました。とても嬉しく思う
とともに、支えてくれた皆さん、自分についてきて
くれた部のみんなに感謝しています。
優勝することができたのも、支えてくれた家族、

応援いただいた自治会や自衛消防隊、消防団ＯＢの
先輩をはじめとした地域の皆さん、また指導してく

ださった消防署職員の皆さん、切磋琢磨した可児市
消防団の仲間、温かい声援をいただいた多くの皆さ
んのおかげです。本当にありがとうございました。
今後は、この経験を生かして地域住民の生命財産

を守るべく精進し、消防団活動を通じて地域の皆さ
んに恩返しをしていきたいと思います。

第３分団第２部　指揮者　岡田　博之さん
（団体の部　優勝、個人の部　優秀賞）

優勝した春里東南部の団員の皆さん

個人の部（優秀賞）
氏名（敬称略） 分団・部名

指揮者 岡田 博之 第３分団第２部

１番員 永江 陽介 第３分団第１部

２番員 西口 哲矢 第３分団第２部

３番員 大澤 幸司 第３分団第２部

４番員 土田 智樹 第３分団第２部

団体の部（敢闘賞以上）
成　績 分団・部名（地区）
優　勝 第３分団第２部（春里東南部）
第２位 第３分団第１部（春里北西部）
第３位 第１分団第１部（広見西部）
第４位 第３分団第３部（帷子西部）
第５位 第２分団第３部（川合）
第６位 第１分団第２部（広見東部）

敢闘賞 第４分団第４部（兼山）
第４分団第２部（平牧北部）

消
防
操
法
と
は

大
会
の
結
果
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防
火
水
槽
か
ら
水
を
く
み
、
火
点
（
的
）
に
向
か
っ
て
２
線

放
水
（
ホ
ー
ス
を
各
線
３
本
ず
つ
つ
な
ぎ
、
２
経
路
か
ら
水

を
出
す
こ
と
）
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
的
を
倒
す
ま
で
の
時
間
と
、

各
隊
員
の
動
作
の
節
度
を
競
い
ま
す
。

出 場 隊 員 の 役 割出 場 隊 員 の 役 割
２番員
第１線では２本のホースを伸ばし、伝令役とし

て走ります。第２線では、火点に放水します。

１番員
真っ先に火点に向かって走り、準

備を整えて放水します。

３番員
４番員と共に吸管を水槽に投入し、

火点でトビ口を構えます。第２線で

は、２本の

ホースを延

ばし、伝令

役として走

ります。

補助員
吸管が浮き上がらないよ

う、押さえて水をくむた

めの補助を行います。

４番員
運転手として消防車を操作した

後、吸送水機器を操作し水を送り

ます。

放水の水圧を調節する４番員 吸管を押さえる補助員

吸
管
を
延
ば
す

３
番
員

防火水槽

第１線

火 点

第２線

最
初
に
ホ
ー
ス
を

延
ば
す
２
番
員

一
番
早
く
火
点
に

向
か
う
１
番
員

くち

指揮者
操作の指示をするなど、消火活動

全般の指揮をとります。

隊員に号令を掛ける指揮者（右）

消防車

２ １

３

４

補

指

か
て
ん
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Q 
可
児
市
で
投
票
で
き
る
人
は
？

平
成
２
年
７
月
12
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

で
、
平
成
22
年
３
月
23
日
ま
で
に
可
児
市
に

住
民
登
録
を
し
て
い
る
人
で
す
。

な
お
、
平
成
22
年
３
月
24
日
以
降
に
住
民

登
録
を
し
た
人
は
、
可
児
市
で
投
票
で
き
ま

せ
ん
が
、
前
住
所
地
で
投
票
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
前
住
所
地
の
選
挙
管
理
委
員
会

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Q 
投
票
時
間
と
会
場
は
？

A
投
票
時
間
は
、
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時

ま
で
で
す
。
ま
た
、
投
票
会
場
は
、
皆
さ
ん

の
家
庭
へ
は
が
き
で
郵
送
す
る
投
票
所
入
場

券
に
案
内
し
て
あ
り
ま
す
。
間
違
い
の
な
い

よ
う
、
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

Q 
入
場
券
の
注
意
点
は
？

A
投
票
所
入
場
券
は
、
次
の
点
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

○
今
回
の
選
挙
か
ら
投
票
所
入
場
券
の
様
式

が
変
わ
り
ま
し
た
（
詳
し
く
は
広
報
か
に

６
月
15
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

○
は
が
き
裏
面
の
開
封
方
法
に
従
っ
て
ゆ
っ

く
り
は
が
す
と
、
内
面
に
６
人
ま
で
の
投

票
所
入
場
券
が
記
入
し
て
あ
り
ま
す
。
は

が
き
が
届
い
た
ら
、
氏
名
・
人
数
な
ど
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い

投
票
日
は
７
月

投
票
日
は
７
月
1111
日（
日
）

日（
日
）

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

こ
の
選
挙
は
、
私
た
ち
の
声
を
国
政
に
届
け
る
大
切
な
選
挙
で
す
。

あ
な
た
の
大
切
な
一
票
を
生
か
す
よ
う
、
投
票
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

○
投
票
に
は
、
１
人
ず
つ
切
り
離
し
て
お
持

ち
く
だ
さ
い

○
紛
失
し
て
も
投
票
は
で
き
ま
す
の
で
、
投

票
所
で
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い

Q 
体
の
不
自
由
な
人
は
？

A
目
の
不
自
由
な
人
は
、
点
字
に
よ
る
投
票

が
で
き
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
投
票
が
困
難
と

感
じ
た
人
に
は
、
必
要
な
補
助
を
行
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
投
票
所
で
係
員
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
障
が
い
の
程
度
に
よ
り
、
あ
ら
か

じ
め
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受

け
る
こ
と
で
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。
障
が
い
の
等
級
な
ど
に
一
定
の

要
件
が
あ
り
、
手
続
き
の
期
限
も
あ
り
ま
す

の
で
、
証
明
書
の
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、

早
め
に
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Q 
開
票
は
い
つ
行
う
の
？

A
投
票
日
当
日
の
午
後
９
時
か
ら
、
総
合
会

館
５
階
大
ホ
ー
ル
（
市
役
所
向
か
い
）
で
開

票
し
ま
す
。

Q 
候
補
者
を
知
る
に
は
？

A
候
補
者
の
氏
名
、
経
歴
、
政
見
な
ど
を
記

載
し
た
選
挙
公
報
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

選
挙
公
報
は
、
中
日
・
朝
日
・
毎
日
・
岐
阜
・

読
売
・
日
本
経
済
・
産
業
経
済
・
中
部
経
済

新
聞
の
朝
刊
に
折
り
込
ま
れ
ま
す
。

な
お
、
新
聞
を
購
読
し
て
い
な
い
人
は
、

次
の
施
設
の
ほ
か
、
市
内
の
金
融
機
関
、
郵

便
局
、
農
協
に
も
備
え
付
け
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

選
挙
Ｑ
＆
Ａ

問
合
先　
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
（
総
務
課
内
）

選挙公報を設置する市の施設
市役所、総合会館（市役所向かい）、総合会館
分室（JR可児駅西）、各連絡所・公民館、福
祉センター（今渡）、文化創造センター（下恵土）、
可児川苑（坂戸）、Ｂ＆Ｇ海洋センター（坂戸）、
Lポート可児（姫ケ丘）、福寿苑（大森）、図書
館本館（広見）・分館（帷子、桜ケ丘）、兼山生
き生きプラザ（兼山）、兼山やすらぎ館（兼山）

選挙のめいすいくん

Q 投票日の当日に行けない人は？
A 投票日に「仕事がある」「投票区外へ外出の予
定がある」などの理由で投票に行けない人は、
期日前投票を行うことができます。

　期間中にお出掛けください。
期日前投票期間　６月25日（金）～７月10日（土）
の毎日午前８時30分～午後８時

場所　市役所１階相談室
※投票所入場券がすでに届いている人は、お持ち
ください。

後期高齢者医療制度（長寿医療制度）
 についてのお知らせ
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投
票
日
は
７
月
11
日（
日
）

後期高齢者医療制度（長寿医療制度）
 についてのお知らせ
後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度（長寿医療制度）（長寿医療制度）
 についてのお知らせ についてのお知らせ

①均等割額の軽減

②所得割額の軽減
所得割額を負担する人で、基礎控除後の総所得金額が58万円以下の人は、所得割額を一律５割軽減します
③被用者保険の被扶養者だった人
被用者保険の被扶養者だった人は、所得割額の負担はなく、均等割額を９割軽減します
※被用者保険とは、協会けんぽ・健康保険組合・船員保険・共済組合の公的医療保険の総称です（国民健
康保険・国民健康保険組合は含まれません）。

22年度の保険料の軽減措置について

口
座
振
替
で
保
険
料
の

 

支
払
い
が
で
き
ま
す

年
金
か
ら
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
人
は
、

口
座
振
替
に
変
更
で
き
ま
す
。
口
座
振
替
を
希

望
す
る
人
は
国
保
年
金
課
の
窓
口
で
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

軽減割合 世帯（被保険者および世帯主）の平成21年中の総所得金額の合計額
９割 33万円（基礎控除額）

以下の世帯
被保険者全員が年金収入80万円以下（その他の各種所得がない場合）

８．５割 上記以外
５割 「33万円(基礎控除額)＋24.5万円×世帯の被保険者数(被保険者である世帯主を除く)」以下
２割 「33万円（基礎控除額）＋35万円×世帯の被保険者数」以下

５月末までに岐阜県の後期高齢者医療制度の被保険者になった人に対
して、７月中旬に「後期高齢者医療保険料額決定通知書」を送付します。
保険料額や納付方法が記載されていますので、ご確認ください。

22年度の保険料額が決定

後期高齢者医療制度の保険証（後期高齢者医療被保険者証）は、市内
に住所を有する 75歳以上の人と、65歳以上 74 歳以下で一定の障が
いがあり、後期高齢者医療制度に加入した人に交付されます。
現在の保険証の有効期限は７月 31日です。８月１日以降は７月中に
送付される新しい保険証を使用してください。

保険証（被保険者証）が更新されます

支
払
い
に
つ
い
て

 

の
相
談
は

失
業
や
災
害
な
ど
で
お
支
払
い
が
困
難
な
場

合
は
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

十
分
な
収
入
・
資
産
な
ど
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
保
険
料
を
納
め
な
い
場
合
、
法
律
の
定

め
に
よ
り
滞
納
処
分
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

問合先　国保年金課
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誰もがスポーツを楽しめる誰もがスポーツを楽しめる
まちを目指してまちを目指して
平成 22・23年度の体育指導委員が決まりました。
私たちは、地域のスポーツ振興のため、体力づくりの指導や、
軽スポーツの普及に努めています。

体
育
指
導
委
員
会
は
、
誰
も
が
楽
し
め
る

さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
行
事
を
企
画
し
て
い

ま
す
。
楽
し
い
行
事
に
気
軽
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
、
ス
ポ
ー
ツ
で
さ
わ
や

か
な
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う
。

●
22
年
度
の
主
な
行
事
（
予
定
）

○
可
茂
地
区
ス
ポ
レ
ク
祭
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
）
＝
９
月
26
日
（
日
）

○
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
（
健
康
フ
ェ
ア
可

児
）
＝
10
月
17
日
（
日
）

○
元
旦
登
山
＝
23
年
１
月
１
日
（
祝
）

○
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会（
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
等
）＝
23
年
３
月
20
日（
日
）

そ
の
他
、
地
域
の
行
事
や
各
種
団
体
の
催

し
な
ど
で
も
手
軽
に
楽
し
め
る
軽
ス
ポ
ー
ツ

が
た
く
さ
ん
あ
り
、
こ
れ
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
の

指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
用
具
の
貸
し
出
し
も

で
き
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
事
務
局
（
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

体
育
指
導
委
員
会
は
、
多
く
の
人
が
楽
し

め
る
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
ミ
ニ
テ
ニ
ス

の
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ミ
ニ
テ
ニ
ス
は
、
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
を
小

さ
く
し
た
も
の
と
直
径
12
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
の
ビ
ニ
ー
ル
製
の
専
用
ボ
ー
ル
を
使
っ

て
、
通
常
の
テ
ニ
ス
よ
り
も
小
さ
な
コ
ー
ト

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
コ
ー
ト
）
で
試
合
を
し

ま
す
。

試
合
は
２
人
対
２
人
（
ダ
ブ
ル
ス
）
で
行

い
、
サ
ー
ブ
か
ら
レ
シ
ー
ブ
ま
で
、
す
べ
て

ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
し
た
ボ
ー
ル
を
打
ち
ま
す
の

で
、
テ
ニ
ス
の
経
験
の
有
無
、
性
別
、
年
齢

に
関
係
無
く
、
誰
も
が
楽
し
め
る
軽
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。
蘇
南
、帷
子
、桜
ケ
丘
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ（
ユ

ニ
ッ
ク
）
で
も
ミ
ニ
テ
ニ
ス
が
体
験
で
き
ま

す
。皆

さ
ん
も
一
度
体
験
し
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
。

問
合
先　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

 

☎
62
８
６
０
３

平成 22・23年度 体育指導委員の皆さん

ミニテニスの様子

軽
ス
ポ
ー
ツ「
ミ
ニ
テ
ニ
ス
」

軽
ス
ポ
ー
ツ「
ミ
ニ
テ
ニ
ス
」

普
及
へ
の
取
り
組
み

普
及
へ
の
取
り
組
み

ス
ポ
ー
ツ
で

ス
ポ
ー
ツ
で

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
！

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
！

地区名 氏　　名 地区名 氏　　名

今　渡 　 安藤 貢　 ○ 大澤 美子 姫　治 ◎ 安藤 正徳 　 長谷川 桂 

川　合 　 角 浩一　 　 古田 琴枝 久々利 　 竹谷 直道 　 奥村 英治 

土　田 　 林 孝志　 　 長瀬 利也 桜ケ丘 　 岡市 洋祐 　 岩原 和世 

春　里 ○ 二宮 博美 　 奥村 四郎 兼　山 　 松岡 重好 　 有賀 正則 

下恵土 　  肥田 尚幸　　渡辺 勝美　　伊佐治 聖子

平　牧 　  木下 宏　　　浜地 時人　　肥田 充教

帷　子
　  石上 健一　　岡田 正八　　勝野 茂　　　金田 和彦
　  福井 美佐子　　野村 昌代

広　見 　  川口 専　　　長屋 良則　　安藤 恵司　　樋口 和子

※◎は会長、○は副会長。 

可児市
体育指導
委員会
体育指導
委員会

（敬称略）
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誰もがスポーツを楽しめる
まちを目指して

軽
ス
ポ
ー
ツ「
ミ
ニ
テ
ニ
ス
」

普
及
へ
の
取
り
組
み

ス
ポ
ー
ツ
で

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
！

廃熱を利用し新たに設けられた「足湯」

花フェスタ記念公園で、「次世代エネルギーパーク」
のオープニングセレモニーが行われました。
燃料電池や太陽光発電など、地球に優しい新エネル
ギーを体験し、理解を深めることができる施設として
岐阜県が整備し、全国では 25カ所目、県内では初め
てのものです。
また、燃料電池から出る廃熱を利用した「足湯」も
設けられ、公園内を散策した来園者が疲れを癒す場と
なることでしょう。

次世代エネルギーパークがオープン5/19

６月５日、「明智光秀公第 429回忌法要」が瀬田の

天
てんりゅうじ

龍寺で営まれ、明智城址保存会員と関係者ら約 40

人が参列し、可児市が生誕地と言われる戦国武将の遺

徳をしのびました。

翌日６日には、「蘭丸祭」が兼山の可
かじょうじ

成寺（森家の

菩
ぼ だ い じ

提寺）で営まれ、約 500 人の参加者が 420 余年前

に本能寺の変で最
さいご

期を遂げた戦国の若獅子・森蘭丸を

しのびました。

市は、市町村広域災害ネットワークに加盟しました。

近隣ではない全国 11の市町と応援協定が結ばれたこ

とにより、大規模災害が起きた場合は、お互いに助け

合うことができます。

被災自治体を支援６/７

コイの放流をする子どもたち

「全国豊かな海づくり大会」の可児サテライトイ

ベントが市役所北側のふるさと川公園で行われ、約

120人が参加しました。

参加者は水質や水生生物調査を行い、可児川の現状

を確認しました。

その後、参加した小学生たちが 43キログラムのコ

イの幼魚を放流しました。

次世代に美しい可児川を残すために・・・。

可児川から海づくり６/13

調印式に参加した各自治体の首長

光秀公の位牌に焼香する様子

６/５・６ 戦国武将をしのぶ

蘭丸祭で甲
かっちゅう

冑を装う様子

加盟団体　可児市、愛知県刈谷市、滋賀県野洲市、
京都府八幡市、奈良県大和郡山市、和歌山県橋本市、
大阪府泉大津市、兵庫県高砂市、岡山県玉野市、高
知県香南市、福岡県行橋市、福岡県苅田町
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桜ケ丘小学校は、昭和 55年に開校し、31周年を迎え
ました。学校の教育目標は「心豊かにたくましく生きる子」
です。これを受け、本年度は「子どもも教師も自信と誇り
が持て、ともに『学び合い育ち合う』桜小」を学校のスロー
ガンとして取り組んでいます。
各学級では「桜賞」として「大きな返事ができる・靴の

整頓ができる」などの６項目の基本的な生活習慣の定着を
目指し、それができたら次は「ゴールデン桜賞」として、「話
す人の方を向いて話を聞くことができる」など、４項目プ
ラスして全 10項目が達成できるように、子どもも教師も
共に頑張っています。
また、本校と東可児中学校は平成 21～ 22年度の２年

間、「子どものよさや可能性を引き出し・伸ばし・鍛える」
可児市の市民運動 Educe9 の指定を受けています。以前
から「EduceSAKURA」として、家庭・地域・学校が連
携して「自分の力で考え、自らを律し、地域社会で学ぶこ
ども」を目指し、積極的に取り組んでいる素晴らしい地区
です。
10月29日には公表会を行います。ぜひお越しください。 

桜ケ丘小学校

９

創　立：昭和 55 年
児童数：437人
所在地：東帷子2231
電　話：65－4181

創　立：昭和55年
児童数：697人
所在地：桜ケ丘5-55-2
電　話：64－ 0700

児童会のスローガンを掲げる子どもたち

24

近代遺産シリーズ②

　今渡ダム

新
太
田
橋
の
上
流
に
水
を
た
た
え
る
今
渡
ダ
ム

は
、
下
流
の
水
位
を
安
定
さ
せ
る
た
め
の
役
割
と
、

発
電
双
方
の
役
割
を
担
う
べ
く
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

ダ
ム
の
着
工
は
昭
和
11
年
6
月
で
し
た
。
工
事
関

係
者
は
洪
水
に
悩
ま
さ
れ
、
幾
度
も
工
事
現
場
が
浸

水
し
、
作
業
は
思
う
よ
う
に
進
ま
な
か
っ
た
よ
う
で

す
。
こ
の
た
め
、
今
渡
ダ
ム
の
工
事
は
市
域
の
土
木

史
上
、
ま
れ
に
み
る
難
工
事
と
し
て
語
り
継
が
れ
て

い
ま
す
。

昭
和
14
年
３
月
に
は
、
関
係
者
の
努
力
が
実
を
結

び
、
ダ
ム
の
運
転
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

今
渡
ダ
ム
は
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
、
堰え

ん
て
い堤

の
高
さ
は
34
・
３
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
は
３
０
８
メ
ー

ト
ル
で
、
19
門
の
ゲ
ー
ト
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

木
曽
川
の
両
岸
に
関
西
電
力
の
発
電
所
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
主
に
関
西
へ
送
電
さ
れ
て
い
ま
す
。

122
64

今渡ダム

21

名鉄広見線名鉄広見線○文  今渡北小○文  今渡北小

木曽川

日本ライン今渡日本ライン今渡

【場所】

昭和13年8月、完成間近の今渡ダム
（関西電力㈱今渡電力システムセンター提供）

問
合
先　
市
史
編
さ
ん
室

広報かに  2010.7.1　10

－市内に生息する貴重な動植物－

カザグルマ（キンポウゲ科）

その14

落葉性のツル植物で、花は白色で

直径10センチメートル前後、5～6月

ごろに開花します。花びらに見える

のは「がく」で、本来の花びらは無く、

その年に伸びた枝に１～３対の葉を

つけて１個の花を咲かせます。

栄養の少ない湿った場所に生息し

ますが、生育場所となる湿地の減少

と山野草として人気が高く、採取さ

れたことにより急激に減少してしま

いました。

○環境省レッドリスト：絶滅危惧Ⅱ類
○県レッドデータブック：絶滅危惧種Ⅱ類
※生息地については非公表

問合先　環境課

31

手軽に楽しめるアーチェリー
中西 武敏さん （若葉台・60歳）

「少しのブレも許されない」と、弓に矢をつがえて、

真剣なまなざしで的を狙う中西さん。可児市アーチェ

リー協会に所属し、市第２弓道場（谷迫間）などで活動

しています。

60 歳の誕生日を迎えるに当たり、「手軽にできるス

ポーツはないか」と、インターネットで探して見つけた

のがきっかけです。熱心な練習のかいあって、昨年関市

で行われた「岐阜県室内アーチェリー大会」初心者の部

で優勝するほどの上達ぶりです。

弓矢を入れる袋は、娘さんのブーツや自分のジーンズ

をリメークしたもので、愛着が感じられます。

撃ち終わると持ち前の明るさで場を和ませる中西さ

ん。「アーチェリーは、いつからでも始められるスポーツ。

自分のペースで好きなだけでき、手軽に楽しめるのが魅

力」と語ります。さまざまな年齢層の仲間と励まし合い、

次の大会を目指しています。的を狙うこの一瞬に精神を集中させる中西さん

次の皆さんから寄付がありました。
ありがとうございました。（敬称略）

社会福祉に… 
●杉浦廣光
●太田鐸美
●清水ケ丘老人クラブ　青空市場
●㈱平成観光　パーラーキング可
児店・多治見店

●裏千家亀谷宗良○
えん

の会
●朝日生命可児営業所　アルミ缶
回収グループ

●豊喜勝会・豊喜多会・豊岐加会

スポーツ振興に…
●桑下和弘

11　広報かに  2010.7.1
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【市役所】〒509-0292  広見一丁目 1番地 ☎621111
ホームページ http://www.city.kani.lg.jp/

日曜 口日曜窓口
7/4㈰・18㈰・8/1㈰

 時間 午前8時30分～午後5時15分
 場所 市役所庁舎東館（増築棟）、入口は東口
 業務内容 住民票・戸籍の証明書・印鑑証明書・各
種税務証明書の発行、印鑑登録・廃止の手続き、戸
籍の届出の受付、税の支払い、納税相談
※住所変更はできません。（外国人についても同様です）

市は、毎月第 1、3日曜日に、市民課、税務課、収納
課で証明書の発行業務などを行っています。

品
と
共
に
、
市
内
支
援
学
級
の
生
徒
作
品
を

同
時
展
示
し
ま
す
。

期
間

７
月
23
日
（
金
）
〜
31
日
（
土
）

※
火
曜
休
館
。

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

※
25
日（
日
）は
午
後
４
時
ま
で
、31
日（
土
）

は
午
後
４
時
30
分
ま
で
。

場
所

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下
恵
土
）

入
場
料

無
料

か
に
家
庭
教
育
研
究
会

家
庭
教
育
に
つ
い
て
学
ぼ
う

期
日

７
月
16
日
（
金
）、
８
月
26
日
（
木
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア

テ
ー
マ

○
７
月
16
日
＝
お
手
伝
い
か
ら
勤

労
の
し
つ
け

○
８
月
26
日
＝
上
手
な
兄

弟
の
育
て
方

講
師

谷
口
育
子
さ
ん
（
同
会
）

参
加
費

１
０
０
円

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

  

可
児
市
健
康
づ
く
り
運
動
普
及
推
進
協
議
会

楽
し
く
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
し
ま
せ
ん
か

第
41
回
市
民
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
を

開
催
し
ま
す
。

期
日

７
月
13
日
（
火
）
雨
天
決
行

※
午
前
８
時
の
時
点
で
警
報
発
令
中
の
場
合

は
中
止
し
ま
す
。

時
間

午
前
９
時
〜
正
午
（
受
け
付
け
は
午

前
９
時
〜
９
時
20
分
）

集
合
場
所

ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク・緑
の
丘
（
羽

崎
）

コ
ー
ス

ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
・
緑
の
丘
発
の

７
㎞
コ
ー
ス

対
象
者

健
康
で
完
歩
で
き
る
人

持
ち
物

歩
き
や
す
い
服
装
と
靴
、
水
筒
、

タ
オ
ル
、
帽
子
、
雨
具
（
雨
天
時
）
な
ど

参
加
費

無
料

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

可
児
市
障
が
い
者
ア
ー
ト
特
別
啓
発
事
業

エ
イ
ブ
ル
・
ア
ー
ト
展
を
開
催

㈶
可
児
市
文
化
芸
術
振
興
財
団
は
、
障
が

い
の
あ
る
人
の
可
能
性
（
＝
エ
イ
ブ
ル
）
に

注
目
し
た
絵
画
の
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

今
年
は
、「
ポ
ッ
プ
！
」
を
テ
ー
マ
に
全
国

で
高
い
評
価
を
得
て
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
作

大峯直幸画「魚のぼうし少女」

問
合
先

同
財
団

☎
60
３
３
１
１

問
合
先

健
康
増
進
課

問
合
先

同
会
の
丸
田
さ
ん

☎
０
９
０
（
９
１
９
２
）
８
７
９
４
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可
児
市
ま
ち
づ
く
り
活
動
助
成
対
象
事
業

た
な
ば
た
歌
ま
つ
り
で
歌
お
う

桜
ケ
丘
混
声
コ
ー
ラ
ス
は
、”楽
し
い
ま
ち

づ
く
り
“を
合
言
葉
に
、「
第
10
回
た
な
ば
た

歌
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

期
日

７
月
11
日
（
日
）

時
間

午
後
２
時
〜
（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

場
所

東
可
児
中
学
校

ゲ
ス
ト

内
田
恵
美
子
さ
ん
（
オ
ペ
ラ
ソ
リ

ス
ト
）、
東
可
児
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

部
入
場
料

３
０
０
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）

チ
ケ
ッ
ト
販
売

桜
ケ
丘
公
民
館

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

自
立
を
支
援
す
る
会
そ
ら

映
画
会
を
開
催

障
が
い
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
映
画

会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日

７
月
31
日
（
土
）

時
間

○
午
前
の
部
＝
午
前
10
時
〜
午
後
零

時
15
分
（
受
け
付
け
は
、
午
前
９
時
30
分

〜
）
○
午
後
の
部
＝
午
後
１
時
〜
３
時

15
分
（
受
け
付
け
は
午
後
零
時
30
分
〜
）

場
所

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下
恵
土
）

上
映
作
品
「
ぼ
く
は
う
み
が
み
た
く
な
り
ま

し
た
」

定
員

各
部
１
０
０
人
（
先
着
順
）

入
場
料

無
料

申
込
方
法

氏
名
、
電
話
番
号
、
申
込
人
数
、

希
望
す
る
部
（
午
前
か
午
後
）
を
明
記
し
、

同
会
ま
で
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
む

申
込
締
切

７
月
24
日
（
土
）

※
当
日
は
、
脚
本
家
の
山
下
久
仁
明
さ
ん
の

話
も
あ
り
ま
す
。

可
児
交
響
楽
団

定
期
演
奏
会
を
開
催

期
日

８
月
１
日
（
日
）

時
間

午
後
４
時
〜
（
午
後
３
時
30
分
開
場
）

場
所

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

入
場
料

１
０
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
販
売

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
・
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
☎
60
３
０
５
０
）

※
未
就
学
児
の
無
料
託
児
が
あ
り
ま
す
。

岐
阜
県
Ｂ
＆
Ｇ
連
絡
協
議
会

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を体験

し
ま
せ
ん
か

カ
ヌ
ー
や
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
、
ヨ
ッ
ト
な

ど
を
体
験
す
る
「
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。
か
き
氷
や
流

し
そ
う
め
ん
の
サ
ー
ビ
ス
も
行
い
ま
す
。

期
日

７
月
25
日
（
日
）

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

場
所

八
百
津
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
艇

庫
（
八
百
津
町
蘇
水
公
園
内
）

対
象
者

小
学
４
年
生
以
上
（
種
目
に
よ
っ

て
は
３
年
生
以
下
も
参
加
可
能
）

参
加
費

５
０
０
円

持
ち
物

飲
み
物
、
健
康
保
険
証
の
写
し
、

ぬ
れ
て
も
良
い
服
・
靴

参
加
方
法

現
地
で
受
け
付
け

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
天
候
（
水
温
・
水
量
・
雷
な
ど
）
に
よ
り

中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

心
に
響
く
コ
ン
サ
ー
ト

「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」
抜
粋
を
上
演

期
日

７
月
11
日
（
日
）

時
間

午
後
２
時
〜
（
午
後
１
時
開
場
）

場
所

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

入
場
料

○
一
般
＝
１
５
０
０
円

○
高
校

生
以
下
＝
１
０
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
販
売

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
・
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
☎
60
３
０
５
０
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

Love&PeaceFam
ily

家
庭
教
育
の
講
演
会
を
開
催

期
日

７
月
19
日
（
月
・
祝
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所

広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア

テ
ー
マ

親
子
関
係
を
築
く
た
め
に

講
師

田
口
明
好
さ
ん
（
同
法
人
理
事
長
）

参
加
費

無
料

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

バナナボートを体験する参加者

申
込
・
問
合
先
自
立
を
支
援
す
る
会
そ
ら

☎
・

65
９
３
０
３

申
込
・
問
合
先

同
団
の
木
原
さ
ん

☎
64
３
９
６
８

問
合
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人Love&PeaceFamily

事
務
局
（
各
務
原
市
蘇
原
村
雨
町
）

☎
０
５
８
３
89
６
５
３
２

問
合
先

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課☎

62
８
６
０
３

問
合
先

代
表
の
鵜
飼
さ
ん☎

64
２
５
６
２

問
合
先

団
長
の
武
井
さ
ん☎

65
８
０
４
９
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【市役所】〒509-0292  広見一丁目 1番地　☎621111
ホームページ http://www.city.kani.lg.jp/

岐
阜
県
精
神
保
健
福
祉
会
連
合
会　
　
　
　

「
知
っ
て
も
ら
い
た
い
心
の
病
」

　
　
　
　
　
　
　
講
演
会
を
開
催

期
日　
７
月
31
日
（
土
）

時
間　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
今
渡
）

テ
ー
マ　
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に

講
師　
浅
野
雅
彦
さ
ん（
精
神
保
健
福
祉
士
）

入
場
料　
無
料

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

可
児
市
花
い
っ
ぱ
い
運
動
実
行
市
民
会
議

ポ
ス
タ
ー
を
募
集

市
内
一
斉
に
実
施
さ
れ
る
花
い
っ
ぱ
い
運

動
の
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

内
容　
花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
関
す
る
も
の

規
格　

大
き
さ
＝
四
つ
切
り
画
用
紙
程
度
、

素
材
・
画
材
＝
自
由

応
募
資
格　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
・
在
学

の
人

応
募
方
法　

作
品
の
裏
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
職
業
（
学
生
の
場
合
は

学
校
名
、
学
年
）
を
記
入
し
、
維
持
管
理

課
へ
提
出
す
る

応
募
締
切　
12
月
24
日
（
金
）

※
応
募
は
１
人
１
作
品
で
す
。

※
表
彰
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
最
優
秀
作
品

は
来
年
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
で
ポ
ス
タ
ー

な
ど
の
図
案
に
使
用
し
ま
す
。

生
ご
み
エ
コ
サ
ー
ク
ル　
　

段
ボ
ー
ル
箱
で　
　

　
　
生
ご
み
処
理
器
を
作
ろ
う

市
民
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
「
生
ご
み
エ

コ
サ
ー
ク
ル
」
は
、
簡
単
に
で
き
る
生
ご
み

処
理
器
の
作
り
方
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　
７
月
23
日
（
金
）

時
間　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
姫
治
公
民
館

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
３
５
０
円
（
材
料
代
）

申
込
開
始　
７
月
12
日
（
月
）

蘭丸のふるさと兼山が 戦国時代に タイムスリップする日

森蘭丸の生誕地、兼山で戦国武者行列 「若獅子蘭丸2010」 が開催されます。 蘭丸をはじめとする森一族の武将・姫・ 
槍隊 ・弓隊など総勢60人が繰り広げる勇壮華麗な戦国絵巻に、あなたも参加してみませんか。蘭丸や甲

かっちゅう

冑に少しで
も興味のある人ならどなたでも大歓迎。城下町兼山の秋を盛り上げていただける皆さんの参加をお待ちしています。
期日　10月17日（日）
時間　正午～午後3時　（着付準備は兼山公民館で午前8時30分～）
場所　兼山本通り　（約2㎞をゆっくり歩きます）
募集内容

応募方法
兼山町商工会・兼山連絡所・兼山生き生き
プラザの各窓口に備え付けの応募用紙に、
必要事項を記入し、郵送またはファクスで
8月27日（金）までに応募する
※応募用紙は、兼山イベント情報サイト「蘭
丸の戦国武者行列」からもダウンロード
できます。

その他
※応募者多数の場合は抽選により配役を決定
します。抽選結果は9月30日までに連絡し
ます。

※参加費と当日の昼食は無料です。会場まで
の交通費は各自負担していただきます。

※雨天により中止する場合もあります。

募集役柄 対象・条件 性別 募集人数（人）
森　蘭丸 25歳まで　身長155～165cm　騎乗あり 男女 １
森　可成 26歳以上　身長165～175cm　騎乗あり 男 １
森　長可 18～25歳　身長165～175cm　騎乗あり 男 １
坊丸・力丸・仙千代 小中学生　身長150cm前後 男女 各１
妙向尼 26歳以上　髪が肩より長い人 女 １
長可妻 15～25歳　髪が肩より長い人 女 １
腰　元 15歳以上　髪が肩より長い人 女 ２
姫車隊 12歳以上 男女 ８
各務兵庫（槍隊長） 26歳以上　身長165～180cm 男 １
鉄砲隊長 18歳以上　身長165～180cm　鉄砲指揮 男女 １
槍　隊 12歳以上 男女 ４
弓　隊 12歳以上 男女 ３
旗　手 15歳以上 男 １
法螺（ほら）貝 15歳以上　法螺貝が吹ける人 男 １
銅鑼（ドラ） 15歳以上 男 １

蘭丸武者行列 検　索

申
込
・
問
合
先　
環
境
課

応
募
・
問
合
先　
維
持
管
理
課

問
合
先　
同
連
合
会
（
岐
阜
市
下
奈
良
）

☎
０
５
８
（
２
７
１
）
８
１
６
９

昨年の会長賞作品

申込・問合先　蘭丸プロジェクツ
☎592117　 592660
　〒505－0130　可児市兼山701－1
　兼山町商工会内
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旬旬旬旬
第
12
回
生
涯
学
習
作
品
展

出
展
者
を
募
集

趣
味
や
学
習
の
成
果
と
し
て
制
作
し
た
作

品
（
彫
刻
・
書
・
陶
芸
・
絵
画
な
ど
）
展
示

会
の
出
展
者
を
募
集
し
ま
す
。

出
展
資
格　

市
内
在
住
、
在
勤
の
個
人
ま
た

は
団
体
で
、
自
ら
制
作
し
た
作
品
を
展
示

で
き
る
人

出
展
条
件　

○
10
月
１
日
（
金
）
午
前
10
時

か
ら
の
準
備
、
作
品
展
終
了
後
の
片
付
け

に
参
加
で
き
る
こ
と　

○
自
己
の
責
任
に

お
い
て
展
示
が
で
き
る
こ
と

展
示
ス
ペ
ー
ス　

パ
ネ
ル
（
２
１
０
㎝
×
90

㎝
）
５
枚
お
よ
び
机
（
１
８
０
㎝
×
45
㎝
）

２
脚
を
使
用
し
て
で
き
る
範
囲

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
展
示
ス
ペ
ー
ス
を

減
ら
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

出
展
料　
無
料

申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
作

品
の
種
類
、
展
示
に
必
要
な
パ
ネ
ル
と
机

の
数
を
「
生
涯
学
習
か
に
」
へ
フ
ァ
ク
ス

（

64
４
９
６
１
）
す
る

申
込
締
切　
８
月
13
日
（
金
）

展
示
会     　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

期
間　
10
月
１
日
（
金
）
〜
３
日
（
日
）

時
間　
○
１
日
＝
午
後
１
時
〜
５
時　
　
　

○
２
日
＝
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
９
時

○
３
日
＝
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

場
所　
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下
恵
土
）

か
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　
　
　
　

指
定
管
理
者
を
募
集

　

  市
は
、
可
児
市
市
民
公
益
活
動
セ
ン
タ
ー 

【
か
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
（
総
合
会
館
分
室
・

Ｊ
Ｒ
可
児
駅
西
）】
の
管
理
と
運
営
を
委
ね

る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

期
間　

平
成
23
年
４
月
１
日
〜
平
成
28
年
３

月
31
日

申
込
方
法　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
で
お
渡
し

す
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
同

課
へ
提
出
す
る

※
公
募
要
項
・
申
込
書
は
７
月
１
日
（
木
）

か
ら
お
渡
し
し
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

申
込
締
切　
８
月
25
日
（
水
）

図
書
館

親
子
読
書
感
想
文
書
き
方
講
座
の

　
　
　
　
　
　
　
受
講
者
を
募
集

図
書
館
は
、
夏
休
み
に
読
書
感
想
文
の
書

き
方
を
学
ぶ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

内
容
は
小
学
校
１・２
年
生
向
け
で
す
。

期
日　
７
月
25
日
（
日
）

時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
零
時
30
分

場
所　
図
書
館
本
館
（
広
見
）

講
師　

柘
植
英
次
主
任
指
導
主
事
（
市
学
校

教
育
課
）

対
象　
小
学
校
１・２
年
生
と
そ
の
保
護
者

定
員　
20
組
（
先
着
順
）

受
講
料　
無
料

申
込
開
始　
７
月
７
日
（
水
）

鳩
吹
山
を
緑
に
す
る
会　
　
　
　
　
　
　
　

大
賀
ハ
ス
の
観
察
会
を
開
催

大
賀
ハ
ス
の
花
が
開
い
て
い
く
音
や
様
子

を
観
察
し
ま
せ
ん
か
。

期
日　
７
月
18
日
（
日
）

※
雨
天
の
場
合
は
７
月
25
日
（
日
）
に
延
期
。

時
間　
午
前
６
時
〜
10
時
ご
ろ

※
随
時
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

場
所　
薬
王
寺
（
東
帷
子
）

定
員　
30
人
程
度
（
当
日
の
参
加
も
可
）

参
加
費　
無
料

メニュー　夏野菜スープカレー、ヨーグルトドレッシングサラダ、
　豆腐白玉、ごはん
対象　小学生以上の子どもとその保護者
受講料　300円（１食）
持ち物　エプロン、三角きん、手ふき、筆記用具
申込受付開始　７月５日（月）午前８時30分

期日 時間 場所
定員

（先着順）
申込締切

7/24（土）  9:30～12:30 総合会館 32食 7/16（金）
7/24（土）  9:30～12:30 下恵土公民館 20食 7/16（金）
7/26（月）  9:30～12:30 帷子公民館 36食 7/15（木）
7/28（水） 10:00～13:00 桜ケ丘公民館 20食 7/20（火）
7/29（木）  9:30～13:00 土田公民館 20食 7/16（金）
7/30（金） 10:00～12:30 川合公民館 20食 7/23（金）
7/31（土） 10:00～13:30 春里公民館 20食 7/23（金）
7/31（土）  9:30～12:30 平牧公民館 24食 7/23（金）
7/31（土）  9:30～13:00 中恵土公民館 15食 7/26（月）
8/７（土） 10:00～13:00 姫治公民館 20食 7/30（金）
8/27（金）  9:30～13:00 久々利公民館 15食 8/20（金）

夏 休 み 親 子 料 理 教 室 を 開 催
　可児市食生活改善推進協議会は親子で楽しく行う料理教室の受講生
を募集します。夏休みの思い出に、ぜひご参加を！

申
込
・
問
合
先　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

申込・問合先　　　健康増進課

申
込
・
問
合
先   

同
本
館
☎
62
５
１
２
０

申
込
・
問
合
先　
同
会
の
高
橋
さ
ん　

☎
62
２
６
３
８

問
合
先　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
生
涯
学
習
か
に
」

　

の
鬼
木
さ
ん

☎
０
９
０
（
５
８
７
５
）
８
０
０
２
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可
児
市
体
育
連
盟　

体
力
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
利
用
す
る
に

は
、
事
前
に
講
習
会
の
受
講
が
必
要
で
す
。

希
望
す
る
人
は
事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

期
日
と
時
間

場
所　
市
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
場

　
（
坂
戸
・
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
隣
）

対
象
者　

高
校
生
以
上
の
人
（
子
ど
も
連
れ

の
参
加
は
不
可
。
た
だ
し
20
日
の
み
託
児

あ
り
。
子
ど
も
１
人
に
つ
き
２
０
０
円
。

申
し
込
み
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
）

定
員　
各
期
日
と
も
18
人

持
ち
物　
運
動
服
・
室
内
靴

受
講
料　

２
０
０
０
円
（
一
般
は
６
回
分
、

高
校
生
は
12
回
分
の
回
数
券
を
含
む
）

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
体
育
連
盟
窓
口
で

申
し
込
む
（
当
日
の
申
し
込
み
は
不
可
）

申
込
開
始　
７
月
14
日
（
水
）
午
前
８
時
30

分
〜

※
受
講
者
は
講
習
開
始
の
10
分
前
ま
で
に
受

け
付
け
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

期日 時間

8月5日
（木） 午後7時

　～9時8月7日
（土）

8月20日
（金）

午前10時
　～正午

8月24日
（火）

午後7時
　～9時

※狂俳以外は題材自由
応募資格 　高校生以上　
出品料　無料
応募方法　文化創造センター文芸祭係へ郵送（〒509ー
0203下恵土3433ー139）または直接提出する

※応募者の氏名には平仮名で「振り仮名」を付け、筆
名を使用する場合は本名を併記すること。

応募締切　８月20日（金）当日消印有効
［小・中学生の部］

応募資格　市内の小・中学校の児童生徒
出品料　無料
応募締切　９月10日（金）必着
〈入賞作品の展示〉
期間　12月2日（木）～5（日）
場所　文化創造センター

応募資格　一般（15歳以上・中学生は除く）
出品点数・料金　１部門につき１人１点・500円
申込方法　文化創造センター、まちづくり推進課、各連
絡所に備え付けの出品申し込み票に必要事項を記入
し、作品に添えて指定日時に同センターへ持参する
早期申込受付期間　10月９日（土）～25日（月）
　午前９時～午後９時（火曜休館）
※早期の申し込み受け付けにご協力ください。
搬入・　　○10月29日（金）午前10時～午後７時
受付日時　○10月30日（土）午前10時～午後５時
※審査結果は応募者全員に通知。
〈入選以上の作品展示〉
期間　11月10日（水）～14日（日）
時間　午前10時～午後７時（最終日は午後４時まで）
展示場所　文化創造センター
※作品講評会と表彰式は11月14日（日）に行います。

第18回可児市文芸祭 第29回可児市美術展

部門 作　品　規　格

洋画
Ｆ20号以上Ｆ100号以内で額装にする。版画はＦ6
号以上で額装にし、ひもをつけること。（P・M・Sも可）
アクリルは可、ガラスは不可。

日本画
日本画・水墨画ともF20号以上F100号以内で額装
にし、ひもをつけること。（P・M・Sも可）アクリ
ルは可、ガラスは不可。

書道

半切以上で、額装または軸装にし、ひもをつけること。
仕上がり寸法がタテ型は２尺×８尺以内、ヨコ型は
６尺×２尺以内とする。
篆刻は半切以内でも可。仮軸装は不可。

彫塑
　工芸

立体作品は床面積が１㎡まで。平面作品は180㎝×
150㎝以内とする。ただし創作的なものに限る。

写真

四つ切り以上全紙以内で、額装またはパネル張りに
し、ひもをつけること。単写真に限る。デジタル写
真も可。
額装の場合はガラス、アクリルとも可。

デザイン
イラスト

B２・A１・B１で木製パネル張りにし、ひもをつ
けること。特定の企業名は入れないこと。額付は不可。
作品保護のためビニールカバーをする。半立体も出
品可。

部門 応募点数・条件 応募規定

短編
小説

１人１編
（30枚以内）

400字詰め原稿用紙（Ａ4）を
使用し、（ワープロの場合は20
×20字、縦書き）1枚目右ペー
ジに題名のみを、左ページに部
門名、郵便番号、住所、氏名、
年齢、性別、電話番号を楷書で
記入

随筆 １人１編（５枚以内）

現代詩
１人2編まで
（１編2枚以内）
（１行20文字以内）

短歌 １人2首 文化創造センターに備え付けの
「応募はがき」または「郵便は
がき」の表に郵便番号、住所、
氏名、年齢、性別、電話番号を
記入し、裏に部門名と作品を楷
書で記入。必要な場合は、作品
に「振り仮名」をつける

俳句 １人2句

川柳 １人2句

狂俳
１人2句（１題1句）
題「尊敬」「日本ライン」

俚謡 １人2章

部門 応募点数 応募規定
詩または作文
（読書感想文は不可）１人1作品

所定の応募用紙を使
用し、各学校でまと
めて提出する短歌 １人1首

俳句 １人１句

【一般の部】
作品
募集

 　問合先　文化創造センター☎603311

申
込
・
問
合
先　
同
連
盟
事
務
局　

☎
62
８
６
０
０
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可
児
市
水
泳
協
会　

市
民
水
泳
大
会
の
参
加
者
を
募
集

　
期
日　
７
月
25
日
（
日
）

時
間　
午
前
８
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
坂
戸
）

種
目　

自
由
形
・
平
泳
ぎ
・
背
泳
ぎ
・
バ
タ

フ
ラ
イ
・
リ
レ
ー

対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
い
ず

れ
か
で
小
学
生
以
上

定
員　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
１
人
５
０
０
円

申
込
期
間　
７
月
8
日
（
木
）
〜
20
日
（
火
）

申
込
方
法　

海
洋
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
市
内
の

各
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
備
え
付
け
の

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
海
洋
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
各
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
に

提
出
す
る

可
児
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会　

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
の
参
加
者
を
募
集

期
日　
８
月
１
日
（
日
）

時
間　

午
前
９
時
〜
（
受
け
付
け
は
午
前
８

時
20
分
〜
８
時
40
分
）

場
所　
Ｏ
Ｓ
ボ
ウ
ル
（
美
濃
加
茂
市
加
茂
川

町
）

競
技
内
容　

２
ゲ
ー
ム
の
成
績
（
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
方
式
）

対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
中
学

生
以
上
（
保
護
者
同
伴
の
場
合
は
小
学
生

も
可
）

定
員　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
１
３
０
０
円
（
小
中
学
生
は
１
２

　

０
０
円
）

※
貸
し
靴
代
が
別
途
必
要
で
す
。

申
込
方
法　

同
協
会
ま
た
は
市
体
育
連
盟
に

電
話
で
申
し
込
む

申
込
開
始　
７
月
12
日
（
月
）

可
茂
消
防
事
務
組
合　
　

消
防
職
員
を
募
集

　
採
用
人
数　

①
救
急
救
命
士
有
資
格
者
ま
た

は
救
急
救
命
士
国
家
試
験
受
験
有
資
格
者

＝
２
〜
３
人
程
度　

②
消
防
吏
員
＝
５
〜 

６
人
程
度

受
験
資
格　

①
昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人　

②
昭
和
58
年
4
月
2
日
か

ら
平
成
５
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

で
、
大
学
、
短
大
、
高
校
ま
た
は
こ
れ
ら

と
同
等
の
学
歴
を
有
す
る
人
（
平
成
23
年

３
月
卒
業
見
込
み
の
人
を
含
む
）

受
付
期
間　
７
月
６
日
（
火
）
〜
８
月
５
日

（
木
）

※
受
験
申
込
書
は
７
月
６
日
か
ら
お
渡
し
し

ま
す
。

試
験
日
程　

○
１
次
試
験
（
教
養
試
験
、
適

性
検
査
）＝
９
月
19
日（
日
）、（
体
力
試
験
）

＝
９
月
20
日（
月・祝
）　

○
２
次
試
験（
作

文
な
ど
）
＝
10
月
下
旬
予
定

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
同
組
合
総
務
課
（
美

濃
加
茂
市
加
茂
川
町
）
で
お
渡
し
す
る
試

験
案
内
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

防
衛
省　
　
　
　
　

自
衛
官
を
募
集

説
明
日　

７
月
10
日
（
土
）、
11
日
（
日
）、

17
日
（
土
）、
18
日
（
日
）

場
所　
可
茂
総
合
庁
舎（
美
濃
加
茂
市
古
井
町
）

夏休み親子体験教室夏休み親子体験教室

まちをデザインしてみよう！まちをデザインしてみよう！まちをデザインしてみよう！まちをデザインしてみよう！
夏休みにみんなで工作したり、パソコンで森をつくったり、

親子のふれあいを通じて景観を学んでみませんか。
【Ａコース】みんなでまちなみをつくってみよう
日時　８月４日（水）　午後１時30分～３時30分
場所　総合会館分室（ＪＲ可児駅西）
【Ｂコース】パソコンで自分の森をつくってみよう
日時　８月19日（木）　午前９時30分～11時30分
場所　名城大学都市情報学部（虹ケ丘）
【Ｃコース】可児の緑を調べてみよう
日時　８月26日（木）午前９時30分～11時30分
場所　福祉センター（今渡）
＜共通事項＞
対象者　小中学生とその保護者
※小学4年生以上は本人のみの
　参加も可。
定員　各コース20人（先着順）
参加費　無料
申込方法　電話で申し込む
受付期間　７月９日（金）～23日（金）
※参加者の決定後、詳細を連絡します。

 　申込・問合先　都市計画課

問
合
先　
自
衛
隊
美
濃
加
茂
地
域
事
務
所

　

☎
㉕
７
４
９
５

申
込
・
問
合
先　
同
組
合
消
防
本
部
総
務
課

　

☎
㉖
０
１
４
４

申
込
・
問
合
先　
同
協
会
☎
㉘
１
７
６
５

　

ま
た
は
市
体
育
連
盟
☎
62
８
６
０
０

問
合
先　
同
協
会
の
高
木
さ
ん　
　

☎
69
０
２
１
８
（
夜
間
の
み
）

昨年の様子

募集種目 応募資格
（H23.4.1年齢） 受付期間 １次試験日

一般曹候補
生

18 歳以上 27
歳未満 8月1日（日）

～9月10日（金）

9月18日（土）

航空学生 高卒（見込含）
21歳未満 9月23日（木）

看護学生 高卒（見込含）
24歳未満

9月6日（月）
～10月1日（金）

10月23日（土）

防衛大学校
学生 高卒（見込含）

21歳未満

11月6日（土）
　　  7日（日）

防衛医科大
学校学生

10月30日（土）
　　　31日（日）

自衛官候補
生（男子） 18 歳以上 27

歳未満

随時受付 9月18日（土）

自衛官候補
生（女子）

8月1日（日）
～9月10日（金） 9月26日（日）
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か
に
ぱ
そ
こ
ん
く
ら
ぶ　

パ
ソ
コ
ン
勉
強
会
の
受
講
者
を
募
集

講
座
名
な
ど

場
所　
今
渡
公
民
館

受
講
料　
無
料
（
別
途
教
材
費
が
必
要
）

申
込
方
法　

希
望
の
講
座
を
今
渡
公
民
館
へ

電
話
（
☎
㉕
２
６
０
２
）
で
申
し
込
む

申
込
開
始　
７
月
８
日
（
木
）

か
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０

実
行
委
員
を
募
集

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
交
流
と
発
表
の
場
と
し
て

開
催
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ
ェ
ス
タ
の
、
企
画
と
当

日
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
お
手
伝
い
す
る
実
行

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

開
催
日　
11
月
21
日
（
日
）

場
所　
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
今
渡
）

対
象
者　

15
歳
以
上
で
、
月
１
回
程
度
の
実

行
委
員
会
に
参
加
で
き
る
人

申
込
方
法　
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
（

60
１
２

　

５
０
）・
電
子
メ
ー
ル
（knc@

kani-npo.
gr.jp

）
の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
む

申
込
締
切　
７
月
15
日
（
木
）

か
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー　
　

温
故
知
新
の
ま
ち
づ
く
り
講
座
③

 

の
受
講
者
を
募
集

可
児
市
に
昔
か
ら
伝
わ
る
夏
祭
り
を
、
映

像
を
交
え
解
説
し
ま
す
。

期
日　
７
月
21
日
（
水
）

時
間　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

か
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
（
総
合
会
館

分
室
・
Ｊ
Ｒ
可
児
駅
西
）

講
師　
市
史
編
さ
ん
室
職
員

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

参
加
料　
３
０
０
円
（
資
料
代
含
む
）

申
込
締
切　
７
月
20
日
（
火
）

申
込
方
法　
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
（

60
１
２

　

５
０
）・
電
子
メ
ー
ル
（knc@

kani-npo.
gr.jp

）
の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
む

対象者 講座名 期　日 時　間 定 員
（先着順）

中級者
以上

I T パ ス
ポート試
験秋期対
策勉強会
（前半）

7月22日、
29日
（いずれも
木曜日）

午後7時
～

9時50分
6人

初心者
ワードで
作る実践
ホームペ
ージ

7月26日
（月）

午前10時
～

午後3時
15人

公 民 館 ヘ ル ス ア ッ プ 教 室 の 受 講 者 を 募 集 公 民 館 ヘ ル ス ア ッ プ 教 室 の 受 講 者 を 募 集 
中高年者を対象に、生活習慣病および介護予防のための筋力トレーニング教室「ヘルスアップ教室」

の受講生を募集します。

内容　各公民館で週に１回、体力に応じた個別メニューをもとにした、簡単な筋力トレーニングや有酸素
運動（持久力トレーニング）を１年間継続して行う

対象者　各コースともに１年間継続できる市内在住の人
※受け付け後、医師および医療機関による判定を受けていただき、受講の可否を決定します。
受講料　毎月 1,750 円（初回に歩数計代金として 5,500 円が必要）
申込方法　各公民館に電話で申し込む（事前に説明会あり）

場所・
申込先 コース 時　間

（２時間程度） 対象年齢 定　員
（先着順） 募集期間 説明会

広見公民館
ゆとりピア
☎622101

転ばぬ先の杖コース
（毎週木曜日・午後） 午後1時30分～ 60歳以上 15人 7月13日（火）

　～30日（金）
８月５日（木）
午後1時30分～

鬼に金棒コース
（毎週木曜日・夜） 午後7時～ 40歳以上 15人 7月13日（火）

　～30日（金）
８月５日（木）
午後7時～

春里公民館
☎652006

いきいきコース
（毎週水曜日・午後） 午後1時30分～ 60歳以上 10人 7月１日（木）

　～30日（金）
８月４日（水）
午後1時30分～

はつらつコース
（毎週火曜日・夜） 午後7時～ 40歳以上 10人 7月１日（木）

　～30日（金）
８月３日（火）
午後7時～

今渡公民館
☎㉕2602

いきいきコース
（毎週水曜日・午後） 午後1時30分～ 60歳以上 15人 ７月9日（金）

　～21日（水）
７月28日（水）
午後1時30分～

申込・問合先　各公民館

申
込
・
問
合
先　
か
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
60
１
２
２
２

申
込
・
問
合
先　
か
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー

☎
60
１
２
２
２

問
合
先　

か
に
ぱ
そ
こ
ん
く
ら
ぶ
の

吉
永
さ
ん　

☎
０
８
０
（
３
２
８
６
）

３
７
５
１　
（
午
後
７
時
以
降
）
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旬旬旬旬
乗
っ
て
残
そ
う
名
鉄
広
見
線

第
７
回
お
遍
路
ウ
オ
ー
ク
を
開
催

可
児
郡
新
四
国
八
十
八
ヶ
所
め
ぐ
り
実
行

委
員
会
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
生
涯
学
習
か
に
は
、

お
遍
路
ウ
オ
ー
ク
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、

広
見
東
地
区
の
６
札
所
（
歩
行
距
離
約
８
㎞
）

を
巡
り
ま
す
。
天
龍
寺
で
は
講
話
が
あ
り
ま

す
。

期
日　
７
月
29
日
（
木
）

時
間　

午
前
９
時
出
発
（
受
け
付
け
は
午
前

８
時
30
分
〜
）

集
合
場
所　
広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア

定
員　
80
人
程
度
（
先
着
順
）

参
加
費　
３
０
０
円
（
別
途
名
鉄
明
智
駅
〜

新
可
児
駅
の
電
車
代
が
必
要
）

申
込
方
法　

住
所･

氏
名･

電
話
番
号
を
記

入
し
、「
生
涯
学
習
か
に
」
へ
フ
ァ
ク
ス

（

64
４
９
６
１
）
で
申
し
込
む

申
込
締
切　
７
月
16
日
（
金
）

※
昼
食
・
飲
み
物
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

岐
阜
県
歴
史
資
料
保
存
協
会  

古
文
書
の
読
解
講
習
会
を
開
催

期
日　
７
月
29
日
（
木
）、
30
日
（
金
）

時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

場
所　
可
茂
総
合
庁
舎
（
美
濃
加
茂
市
古
井

町
下
古
井
）

資
料　
善
光
寺
参
り
の
往
来
一
札
な
ど

定
員　
１
０
０
人

受
講
料　
３
０
０
０
円

申
込
方
法　
は
が
き
に
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を
記
入
し
、（
〒
５

０
０
ー
８
０
１
４
岐
阜
市
夕
陽
ケ
丘
４　

岐
阜
県
歴
史
資
料
館
内　

岐
阜
県
歴
史
資

料
保
存
協
会
）、
ま
た
は
電
話
【
☎
０
９

０
（
４
１
１
９
）
３
６
８
５
】
で
同
協
会

の
小
栗
さ
ん
に
申
し
込
む

可
児
市
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー　
　

標
語
と
３
０
０
字
小
説
を
募
集

テ
ー
マ　

人
と
し
て
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
ら

れ
る
文
面
と
言
葉
（
小
説
は
会
話
を
入
れ

る
こ
と
）

応
募
資
格　
市
内
在
住
の
人

応
募
方
法　

は
が
き
の
差
出
人
欄
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
、
裏
に
作
品
（
小
説

は
１
点
、
標
語
は
２
点
ま
で
）
を
記
入

し
、
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
（
〒
５
０
９
ー

０
２
０
３　

下
恵
土
５
１
６
６
ー
１
）
へ

郵
送
す
る

応
募
期
間　
７
月
12
日
（
月
）
〜
９
月
20
日

（
月
・
祝
）
当
日
消
印
有
効

※
入
選
作
品
は
人
権
週
間
の
内
、
12
月
６
日

〜
10
日
に
市
役
所
で
展
示
し
ま
す
。
機
関

紙
「
ぬ
く
も
り
」
で
も
順
次
掲
載
し
ま
す
。

可
児
夏
ま
つ
り
２
０
１
０
実
行
委
員
会

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

思
い
出
に
残
る
ま
つ
り
運
営
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

期
日　

８
月
７
日
（
土
）、
８
日
（
日
）、
９

日
（
月
）

内
容　

会
場
内
の
清
掃
、
イ
ベ
ン
ト
の
運
営

補
助
な
ど

申
込
方
法　

可
児
商
工
会
議
所
に
備
え
付
け

の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
同
会

議
所
に
提
出
す
る

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　
　
　

パ
ソ
コ
ン
事
務
講
習
の
受
講
者
募
集

　期
間　

８
月
９
日
（
月
）
〜
12
日
（
木
）、

17
日
（
火
）
〜
20
日
（
金
）
の
８
日
間

時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
ご
ろ

場
所　
広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア

対
象
者　

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
60
歳
代

前
半
の
人

受
講
料　
無
料

定
員　
20
人
（
抽
選
）

申
込
方
法　

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
今
渡
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）、
市
い
き
い

き
長
寿
課
、
可
児
パ
ー
ト
バ
ン
ク
（
総
合

会
館
分
室
・
Ｊ
Ｒ
可
児
駅
西
）
に
備
え
付

け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
岐

阜
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

（
〒
５
０
０
ー
８
１
４
５　

岐
阜
市
雲
井
町

３
ー
１
２
）
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
す
る

申
込
締
切　
７
月
26
日
（
月
）
必
着

瀬
田
幼
稚
園　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

来
年
度
の
園
児
募
集

来
春
の
瀬
田
幼
稚
園
の
園
児
募
集
は
、
予

定
ど
お
り
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
広
報
か

に
10
月
１
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

瀬
田
幼
稚
園
の
園
庭
開
放　
　
　
　
　
　
　

な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
に
参
加
し
よ
う

期
日　
７
月
14
日
（
水
）

時
間　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

内
容　
園
庭
あ
そ
び
、
み
ず
あ
そ
び

※
雨
天
中
止
で
す
。
必
要
に
応
じ
て
着
替
え

や
タ
オ
ル
、
飲
み
物
を
用
意
し
て
く
だ
さ

い
。

※
駐
車
場
は
瀬
田
自
治
会
館
の
北
側
広
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
同
幼
稚
園　
　

☎
62
１
３
０
２

問
合
先　
学
校
教
育
課

問
合
先　
同
セ
ン
タ
ー　

☎
63
７
９
９
０

申
込
・
問
合
先　
同
協
会
の
小
栗
さ
ん

問
合
先　
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

会　

☎
０
５
８
（
２
４
９
）
０
２
２
８

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー☎

63
５
８
１
１

問
合
先　
同
実
行
委
員
会
（
可
児
商
工
会

議
所
内
）　　
　
　
　
　
　

☎
61
１
３
４
０

問
合
先　
同
実
行
委
員
会
の
橋
上
さ
ん

☎
０
９
０
（
７
６
１
０
）
６
６
７
５
、

生
涯
学
習
か
に
の
丸
山
さ
ん
☎
０
９
０

（
６
５
９
０
）
４
２
８
５
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ホームページ http://www.city.kani.lg.jp/

児
童
扶
養
手
当　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

父
子
家
庭
が
支
給
対
象
と
な
り
ま
す

　
　
　
　

申
請
期
間　
８
月
２
日
（
月
）
〜
11
月
30
日

（
火
）

※
11
月
30
日
を
過
ぎ
る
と
「
申
請
の
翌
月
分
」

か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

時
間　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

場
所　
こ
ど
も
課

対
象
者　
父
母
が
婚
姻
を
解
消
、
母
が
死
亡
、

母
が
一
定
程
度
の
障
が
い
の
状
態
、
母
の

生
死
が
明
ら
か
で
な
い
等
の
子
ど
も
を
監

護
し
、
か
つ
、
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る

父
申
請
方
法　
こ
ど
も
課
の
窓
口
で
申
請
す
る

※
個
々
の
状
況
に
よ
り
支
給
要
件
、
提
出
書

類
が
異
な
る
た
め
、
事
前
に
こ
ど
も
課
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

教
員
免
許
更
新
制
度　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
職
員
免
許
状
の
更
新
を

教
育
職
員
免
許
状
の
最
初
の
修
了
確
認
期

限
が
23
年
３
月
31
日
と
な
っ
て
い
る
現
職
教

員
（
常
勤
講
師
・
非
常
勤
講
師
を
含
む
）
等

の
人
は
、
23
年
１
月
31
日
ま
で
に
、
30
時
間

以
上
の
免
許
状
更
新
講
習
を
受
講
・
修
了
し
、

勤
務
の
学
校
が
所
在
す
る
県
の
教
育
委
員
会

に
手
続
き
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

23
年
１
月
31
日
ま
で
に
、
更
新
講
習
修
了

確
認
申
請
、
修
了
確
認
期
限
延
期
申
請
、
ま

た
は
免
許
状
更
新
講
習
受
講
免
除
申
請
の
い

ず
れ
か
の
申
請
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
は
、

保
有
す
る
免
許
状
が
す
べ
て
失
効
し
、
免
許

管
理
者
に
返
納
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

最
初
の
修
了
確
認
期
限
が
平
成
23
年
３
月

31
日
と
な
る
の
は
、
生
年
月
日
が
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人
で
す
。

○
昭
和
30
年
４
月
２
日
〜
31
年
４
月
１
日

○
昭
和
40
年
４
月
２
日
〜
41
年
４
月
１
日

○
昭
和
50
年
４
月
２
日
〜
51
年
４
月
１
日

防
災
行
政
無
線　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
で
放
送
内
容
が
確
認
可
能
に

　
　防
災
行
政
無
線
で
放
送
さ
れ
た
火
災
情

報
、
行
事
の
お
知
ら
せ
、
尋
ね
人
捜
索
願
い

な
ど
の
告
知
放
送
を
放
送
後
に
、
電
話
で
聞

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

利
用
方
法　

防
災
行
政
無
線
専
用
電
話
番
号 

（
☎
62
１
５
４
８
）
に
電
話
す
る

※
通
話
料
金
が
必
要
で
す
。

５～７月ごろにかけて、鮮やかな黄色の花を付ける
オオキンケイギク。市内でも道端などでよく見かける
ようになりました。しかし、きれいな花だからといっ
て自宅の庭や花壇に植えてはいけません。
オオキンケイギクは、日本の生態系に影響を及ぼす

恐れがある植物として、外来生物法による「特定外来
生物」に指定され、栽培、運搬、販売、野外に放つこ
となどが禁止されています。
人の手でこれ以上広げないようにするため、一般の

家庭や畑に植えている場合は除草が必要です。自宅の
庭に生えている場合は、根から引き抜き、その場で広
げないようにして、2～ 3日天日にさらすなど枯死さ
せた後、ビニール袋などで密閉して燃えるゴミとして
出してください。

オオキンケイギクはオオキンケイギクは「特定外来生物」ですです
ご注意を！

問合先　環境課

問
合
先　
こ
ど
も
課

問
合
先　
学
校
教
育
課

河川敷に咲く様子

オオキンケイギクの花

問
合
先　
防
災
安
全
課
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休
日
歯
科
診
療
当
番　
　
　
　
　
　
　
　
　

祝
日
の
歯
科
診
療
当
番

必
ず
電
話
し
て
か
ら
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

期
日　
７
月
19
日
（
月
・
祝
）

診
療
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

当
番
医
療
機
関　
歯
科
加
藤
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
皐
ケ
丘
・
☎
64
２
２
２
６
）

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ　
　
　
　
　
　
　

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
（
市
町
村
振
興

宝
く
じ
）
が
発
売
さ
れ
ま
す
。
収
益
金
は
市

町
村
の
振
興
を
目
的
に
、
ま
ち
づ
く
り
や
福

祉
向
上
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

販
売
期
間　
７
月
７
日
（
水
）
〜
30
日
（
金
）

※
売
り
切
れ
次
第
、
販
売
を
終
了
し
ま
す
。

販
売
場
所　
全
国
の
宝
く
じ
売
り
場

抽
選
日　
８
月
10
日
（
火
）

７
月
は「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
」月
間

献
血
に
ご
協
力
を

病
気
や
け
が
な
ど
で
輸
血
を
必
要
と
し
て

い
る
患
者
さ
ん
の
尊
い
生
命
を
救
う
た
め
、

16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
健
康
な
人
に
献
血
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
市
は
定
期

街
頭
献
血
な
ど
、
各
地
で
献
血
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

献
血
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
場
合
は
、
必
ず

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

特
別
定
期
街
頭
献
血　
　

期
日　
７
月
27
日
（
火
）

受
付
時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時
、

　

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　
ラ
ス
パ
御
嵩
（
御
嵩
町
上
恵
土
）

多
治
見
駅
前
献
血
ル
ー
ム
（
常
設
）

期
日　

木
曜
日
、
年
末

年
始
を
除
く
毎
日

受
付
時
間

　

午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
５
時
30

分

平成22年度  可児市まちづくり活動助成金助成事業を決定  可児市まちづくり活動助成金助成事業を決定
（まちづくり活動事業部門）

団体名 事業名 事業概要（交付決定金額）

可児ここプロジェクト みせあっこの日
（子どもが作る弁当の日）

子どもが主体的に弁当を作ることを通じて子どもの
自立・家族の関わりを深める。（10万7,000円）

桜ケ丘混声コーラス 第 10 回たなばた歌まつり
音楽を通して住民同士の絆を深め、地域の活性化と
青少年育成につなげる。（13万円）

可児郡新四国八十八ヶ
所めぐり実行委員会

ふるさと可児郡新四国
八十八ヶ所めぐり事業（第２期）

歴史的民俗遺産「可児郡八十八ヶ所」を再興し、講
演会、健康ウオーク等を開催する。（20万円）

特定非営利活動法人
楽しく百歳まで生きる会 健康増進活動事業

心身の健康増進に関する研修、講演会、健康体操等
の事業を実施する。（16万2,000円）

こんぺいとう 障がい児者の社会参加支援
障がい児者の余暇支援、地域へ理解を広げる講演会
等を実施する。（19万円）

今城址を整備する会 愛
あたご

宕山の今城址を公園化
貴重な史跡の伝承と住民の憩いの場所づくりをする
ため、整備作業と維持管理を行う。（20万円）

特定非営利活動法人
生涯学習かに

「地域づくり型生涯学習」推進事業
（第 1期）

パソコン学習支援やものづくり講座の開催、小学校
での地域ふれあいタイムを実施する。（20万円）

可児マジック 訪問活動及びマジック指導
マジックを通じて福祉施設や地域行事への訪問活動
を実施する。（12万円）

鳩吹山を緑にする会 美しい心を育て、
ふるさとをきれいにしよう

帷子地域の伝説をデザインした環境美化を訴える看
板の設置。中学生と共に通学路の清掃。（7万円）

特定非営利活動法人
てのひらの会

いじめ・不登校・自殺問題等の
改善事業

不安を抱える家庭側の視点による相談の場や発信の
場を設ける。講演会等を実施。（15万円）

※今年度はスタート助成部門の申請はありませんでした。

7月の税金等

※口座振替をご利用の方は残高不足にご注意ください。

●固定資産税・都市計画税

お忘れなく
！

納期限（口座振替日）  8月2日

2期
●国民健康保険税
●後期高齢者医療保険料

2期
７月期

●介護保険料 2期

問
合
先　
健
康
増
進
課

問
合
先　
健
康
増
進
課

問
合
先　
㈶
岐
阜
県
市
町
村
振
興
協
会

　
　

☎
０
５
８
（
２
７
７
）
１
１
３
７

 　問合先　まちづくり推進課
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場　所　保健センター
申込・問合先　健康増進課

※ここで紹介している各種相談は無料です。気軽にご相談ください。

相談日もしくは申込日が7月11日～25日のもの

※体調が悪い場合は、次の機会をご利用ください

健診・相談・教室名 期　日 受付時間 対象者 備　考

親
子
の
健
康

三 種 混 合 ７月20日（火）午後１時45分～　２時30分

生後３カ月以上
90カ月未満の乳
幼児

※１期初回は20～56日の間隔で接種
※１期追加は初回（３回目）終了後１
　年～１年半の間隔で接種

Ｂ Ｃ Ｇ ７月21日（水）午後１時30分～45分 22年４月１日～
15日生まれ 対象者には個別に通知

乳 児 健 診・
離 乳 食 相 談 ７月16日（金）午後１時～１時15分 22年２月16日～

28日生まれ
離乳食相談では、離乳食の進め方や調
理方法に関する話もあり

こ ど も 歯 み
が き 相 談 ７月13日（火）午後１時20分～２時 20年3月生まれ

※前日までに申し込む
※持ち物　母子手帳、エプロン、
　タオル、歯ブラシ、手鏡、コップ

こ ど も 相 談 ７月14日（水）午前９時～10時30分 乳幼児を持つ人 育児に関する相談

７カ月児相談 ７月12日（月）午前９時～10時30分 21年11月生まれ 栄養・保健・歯科の相談

１ 歳 ６ カ
月 児 健 診 ７月23日（金）午後１時～１時45分 20 年 12 月 16 日

～31日生まれ 健康診査前に健診票を送付

マ タ ニ テ ィ
教 室 ③ ８月19日（木）午前９時～９時10分 妊　婦

※７月15日から申込受付
歯の衛生、安産体操（母子手帳、手鏡、
歯ブラシ、コップを持参）

離 乳 食 モ グ
モ グ 教 室 ８月24日（火）午前９時45分～10時 離乳中期以降の子 ※申し込みは７月12日～８月17日

※持ち物　エプロン、三角きん、手ふき

母 子 健 康
手 帳 交 付 毎週木曜日 午前９時15分～30分 妊　婦 －

相談名 期　日 時　間 場　所 備　考 問合先

法 律 相 談 ７月13日（火）
７月20日（火）

午後１時～
　２時（受付） 福祉センター 相談員：弁護士 まちづくり推進課

住宅（建築）相談 ７月16日（金） 午後１時～４時 市役所２階相談室 耐震などの相談も可 建築指導課

消 費 生 活 相 談
毎週月・水・木・
金曜日（祝日
を除く）

午前９時30分～
　午後２時30分

市役所１階第３相
談室

相談員：消費生活相
談員 商工観光課

心 配 ご と 相 談 毎週火曜日 午後１時～４時 福祉センター 相談員：民生児童委
員など

市社会福祉協議会
☎621555

生 涯 楽
がく

習 相 談 ①７月13日（火）
②７月18日（日） 午後１時～４時

①桜ケ丘公民館
②文化創造センター

学びや活動について、
年齢に関係なく相談
可

生涯学習課

発 達 と 教 育
の 相 談 会 ７月14日（水） 午後１時30分～　３時30分 総合会館分室

各幼稚園、保育園、
小中学校に備え付け
の用紙か電話で申し
込む

教育研究所
☎634841

ことば・発達相談 平　日 要相談 養護訓練センター
就学前の子どもの
発達に関する相談（要
予約）

同センター
☎600255
　600453

精神保健福祉相談 ７月16日（金） 午後１時30分～　４時30分
市役所１階第５相
談室

心の病気（うつ病な
ど）の相談
※電話で予約する 福祉課

発達障がい相談 ７月21日（水） 午前９時～　午後４時
市役所１階第５相
談室

事前に電話で予約す
る
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７／３（土）～９（金）
●好きなのはカニダー

★図書館だより

新しく入った本
『老楽暮らし入門』

沢部ひとみ／著（明石出版）
『がんと一緒に働こう！』

CSRプロジェクト／編（合同出版）
『城と姫』楠戸義昭／著（新人物往来社）
『内定率100％！先輩たちの「就活ノート」』

加藤清紀／著（光文社）
『美は乱調にあり』

瀬戸内寂聴／著（角川学芸出版）

【
一
般
書
】

『夜空の訪問者』斉藤洋／作（理論社）
『ぼくんちのテディベア騒動』

クリス・ダレーシー／作（徳間書店）
『たまごのなかにいるのはだあれ？』

ミア　ポサダ／さく（福音館書店）

【
児
童
書
】

●「心の想いをキャンパスに」展
　7/14（水）～7/29（木）（本館）
●「帷子の歴史と文化を知ろう!!」展
　～7/29（木）（帷子分館）
●「油絵の具で描くトールペイント」展
　～7/29（木）（桜ケ丘分館）

○本館・帷子分館・桜ケ丘分館
　毎週土曜日　午後2時～
【内容】絵本の読み聞かせ、お話、紙芝居、本の

紹介など

○本館　第2・4木曜日　午前11時～
○帷子分館　第2・4木曜日　午前10時30分～
○桜ケ丘児童センター
　第1・3水曜日　午前11時30分～
【内容】赤ちゃん絵本の読み聞かせ、手遊び、歌遊びなど

その他

夏休みおはなし広場を開催
　絵本の読み聞かせ、紙芝居、人形劇、
ストーリーテリングなど、盛りだくさん
の内容です！ぜひお越しください。
期日　８月４日（水）、５日（木）、６日（金）
時間　①午前11時～　②午後２時～

～ストーリーテリング～
　ストーリーテリングの会「おはなしの
泉」によるおはなし会を開催します。い
ろいろなお話の世界を、ぜひ体験してみ
てください。大人の参加も大歓迎です！
期日　７月31日（土）
時間　午後２時～
場所　図書館本館（広見）

【本館、帷子・桜ケ丘分館】
　毎週月曜日、7月 30 日（金）
※桜ケ丘分館は、7/10（土）午後 2時以降
　7/11（日）、7/24（土）に臨時休館します。

広報かには、ボランティアグループ「音訳ヴォイスの会」により音訳され
ています。音訳版の広報を希望する人は、図書館本館へご連絡ください。

編集後記 

可児っ子しんちゃん300回
記念冊子「オーイしんちゃん」

好評発売中！

お知らせ旬タイムでマリンスポーツ
フェスティバルや親子料理教室などの
原稿を作りながら、夏休みの訪れを感
じました。この親子料理教室の講師を
務めるのは、「食生活改善推進員」の
方々。市の料理研修を受けて、それを地
元に持ち帰り、各地域での普及講習会
をボランティアで行っています。この
教室に参加して、料理だけでなく推進
員さんの活動の大切さも知っていただ
きたいです。
もし私が小学生の時の夏休み前に「広
報かに」を熟読していれば、いろいろな
イベントが経験でき、また、宿題も「読
書感想文の書き方講座」などうまく活
用すれば、最後の 1 週間に賭けること
もなく、充実した夏休みが過ごせたの
かなぁなんて思います。 ( 智 )

　発掘調査の現場では、どんなことが行われ
ているかご存知ですか？調査の現場を見つけ
たカニダー。そこでの様子を調査します。

７／２４（土）～３０（金）

　親子で手軽に体験活動ができる情報をお届
けする情報紙「ランタン」を特集。夏休みに
向けて小学生レポーターが、市内お勧め情報
を体験し、その魅力をお伝えします。

７／１０（土）～１６（金)

　土地改良区の愛称である「水土里ネッ
ト」。住民と連携した地域づくりや地域農業
の振興のための活動を積極的に行っている団
体を取材します。

★タウン情報
★リポートかに

７／３１（土）～８／６（金）

　前回は、発掘調査の様子を調査したカニ
ダー。さて、今回はどんなことを調査するの
でしょうか。お楽しみに。

※番組の内容や時間は変更することがあります。
※デジタル12chのデータ放送で、市政情報も発
信しています。

★タウン情報

●うるおいライフ

●好きなのはカニダー●水土里ネットを広げよう
み　ど　り

★タウン情報

７／１７（土）～２３（金）

　毎年、8 月に行われる発明協会可児支会主
催の「ものづくり教室」。教室の内容もお伝え
します。夏休みの宿題にいかがでしょうか。

●夏休みはものづくり教室で決まり！

図書館だより
かにっ子タイム

ちびっこかにっ子タイム

休館日

展示のご案内

毎日　7:30・12:00・19:00・20:30・22:00
　　 （土・日は14:00にも放送）

本　　　館　☎62-5120
　　 （火曜～金曜　午前10時～午後7時）
　　 （土曜・日曜　午前10時～午後5時）
帷 子 分 館　☎65-8530
桜ケ丘分館　☎64-3473
　　 （分館は全日　午前9時～午後5時）
http://www.tosyokan.kani.gifu.jp/
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舞台上で、自身の魅力をあふれんばかりに表現するルセ
リアさん。今年で３回目となるアーラ主催の「多文化共生
プロジェクト」の中心メンバーです。多国籍の市民が一丸
となって舞台作品を創り上げるこの取り組みに、６カ国約
40人が集いました。
特技はダンスや歌、演劇と、多才。そして陽気な性格で
ムードメーカーに。「前は仕事に追われ、なかなか日本人と
触れ合う機会がありませんでした。でもこの企画への参加
で、多くの人たちと仲良くなれ、日本人のイメージも変わ
りました」とほほ笑みます。
公演を通じ、「少しでも私たちのことを知ってもらいたい」
と、仲間とともに稽古に熱が入ります。
それでも、「日本人と外国人には、まだまだ壁がある」と
話すルセリアさん。「互いに理解し合い、絆を広げていくこ
とが大切。ぜひ、たくさんの人に楽しんでほしい」と、期
待を込めます。上演は、７月25日（日）①午前11時30
分～、②午後２時30分～　アーラ小劇場で、入場無料です。

表紙の人
渡
わたなべ

部ルセリアさん
（アーラ小劇場にて）

石原の石原の
提灯祭り提灯祭り

2010年7月1日号

「広報かに」７月１日号、１部当たりの
印刷費は 17.64 円（税込み）です。 広報かには再生紙を使用しています。

大豆油インキで印刷されています。

672

市の人口　101,624人（男／50,403人　女／51,221人）　世帯数　38,469世帯（６月１日現在）
（前月より50人減・32世帯増、昨年同月より976人減・70世帯増）
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